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（お知らせ）若者相談「みらくる」（中学卒業後～39歳の総合相談窓口）専用フリーダイヤル0120-369656  FAX(0942)34-9001

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です

「若者の大麻乱用・ニセ電話詐欺への加担を
　　　　　　 防止するために」動画配信中

▲薬物乱用防止教室の様子

▲反射タスキ
　「くるめっ子見守りサポーター」腕章

　令和4年中の福岡県内の少年非行情勢は、 刑法犯少
年の検挙補導人員が前年と比較してわずかに増加に転
じたほか、特殊詐欺への加担や大麻の乱用、 インター
ネット利用による犯罪被害の増加など、少年問題は非行・
被害の両面から決して安心できる状況ではありません。
このような状況を改善していくためには、少年問題の現状
を理解したうえで、社会全体で子どもたちを見守り育てて
いく必要があります。
　11月は、「子供・若者育成支援推進強調月間」です。子
どもの健やかな成長のため、最近の少年問題について情
報提供しますので参考としてください。

　特殊詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面す
ることなく信頼させ、振込等により現金をだまし取る犯罪
の総称です。代表的なものは「オレオレ詐欺」や、「架空請
求詐欺」です。令和4年中に特殊詐欺で逮捕された少年
は全国で473人でした。前年から40人増加しており、成人
を含めた総検挙人員の約19%を占めています。
　検挙された少年のうち、 約74%は、「受け子」と呼ばれる
現金の受け取り役で、 背景には先輩や知人等からの誘い
に乗ってしまい、犯行の道具として利用されている現状が
みられます。また、若者の多くが利用しているSNS上で、「高
額報酬」などと甘い言葉を使って募集される闇バイトに応
募して、特殊詐欺に加担してしまう少年が増加しています。

　平成15年頃は、シンナー乱用少年が大勢検挙されてい
ましたが、最近はシンナー乱用で検挙される少年はほとん
どいなくなりました。しかし、少年の薬物乱用がなくなった
訳ではなく、大麻乱用少年が急増しています。福岡県でも
令和４年中に、58人もの少年が大麻を乱用して検挙され
ており、今年は昨年を上回るペースで検挙されています。
　最近は多くの子どもが利用するスマホゲームやSNS等を
通じて購入の勧誘が行われるなどしており、興味本位で購
入することが危惧されています。また、インターネット上には、
「大麻は他の薬物より安全」などといった誤った情報が溢れ
ています。青少年育成課では、 市内全ての小学校を対象に
薬物乱用防止教室を実施し、薬物乱用の危険性を子ども
達に伝えています。家庭でも、普段から子どもの様子に関心
を持ち、異変に気づいたら、市青少年育成課または、少年
サポートセンターに相談するなどの対応をお願いします。

特殊詐欺に加担する少年

少年の薬物乱用

福岡県内における大麻乱用・ニセ電話
詐欺被害などの実態については福岡県
警察のホームページに掲載しています。

　久留米市では、散歩、
ジョギング、買い物など生
活の様々な場面での、「な
がら見守り」を支援するた
め、反射タスキ・腕章の見
守りグッズを配布しており
ます。子どもたちが、安全
に安心して育っていける
環境づくりにご協力をお
願いいたします。

令和5年度 子育て世帯向けの給付金事業

子ども文化祭 見守りグッズ配布中

〇和太鼓共演会
　13時開演　共同ホール

〇ふれあいスケッチ会　
　10時より受付　文化センター正門にて
※小学校低学年まで。幼稚園児・保育園児も参加可能です。
　ぜひご参加ください。（雨天中止）

令和5年度

日時：令和5年11月25日（土）

参加無料

観覧自由

（電話）０９４２‐３５‐３８０６（ＦＡＸ）０９４２‐３４‐９００１
見守りグッズの申込は青少年育成課まで

公務員、高校生世代のみ養育
する世帯で昨年度に同給付金
を受給していない方

R5年に家計が急変し、収入が
  児童扶養手当受給水準または  
  住民税均等割の非課税水準に
  減少した方
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中村 路子氏

　「すでに出来上がったものに
花を咲かせるのではなく、人の
ため、社会のため、後に続く、後
輩のための礎となりなさい」
　これは10年前、祖母が亡くなる2週間前に、私にくれた
手紙の言葉です。この言葉の「礎をつくる」を元に、「じ
じっか」という居場所を3年前から運営しています。
　「じじっか」の前身は、ママを一人にしない母子家庭団
体SWAK（スワック）という市民団体です。クリスマスやお
花見といろんな活動をしていく中で見えてきた、ひとり親
家庭の現実に、もっと踏みこみ、関係性をつないで、いざ
という時でなくても繋がれる場面をたくさん作っていこうと
いう思いで拠点として立ち上げました。

　「じじっか」は久留米市梅満町のガス屋さんの2階部
分に「本家」というメインスペースを、空き倉庫部分に室
内体育館のような場所を作っています。その奥の個室に
は「ギフトルーム」という、寄付で頂いた洋服などをきれ
いに飾って、渡す側ともらう側が嬉しい気持ちを共有で
きる空間を作っています。「じじっか」は毎週金・土・日の
みです。金・土・日の昼と、金・土の夜の週5回、親子食堂
を無料で提供しています。週末「じじっか」に帰れるから、
平日は頑張れるという親子の方にたくさん来ていただ
いています。また、久留米市からの子ども見守り強化事

業の一環で、お仕事の紹介や子育ての相談をしていま
す。現在240世帯の家庭が所属し、活動を広げていま
す。心の問題、経験不足での知識の違い、病気など、様々
な要因で経済的な貧困に陥っているお父さん、お母さん
達と一緒に貧困を脱出していく、「100人の貧困世帯の
脱出」、そして、愛情をもって見守ってくれる大人が傍に
いること、「ひとり親、ふたり親ではなく7人親」（7人は祖
父母、両親、きょうだい、地域の人を合わせたイメージ）
をミッションに掲げています。
　また、私達は「3分の1生活を作る」を目指しています。
一緒にできることを探して支え合い、お金、子育て、心、
時間など、負担を3分の1にして暮らし方を改め、親とし
ての責任も皆で分かち合い、新しい価値観を生み出して
いくことを目指しています。

　昨年、15～39歳までのチャレンジ就業計画ということ
で「自分流働く。3人４脚プロジェクト」を8か月間行いま
した。43名の若者が、家族と「じじっか」の3人4脚で、その
人の自分流を探すための時間を作りました。担当者との
月1回の会議やセミナー、希望職種の方との対談会など、
自分で計画した活動を経て、修了式（発表会）にて8か月
間の成果を皆に発表しました。
　私がこのプロジェクトで学んだことは、「未来を保障す
る道のりや、現時点での正解の手段は、周囲にいる大人
が考えても絶対に分からない。答えなんてないし、要らな
いし、答えを強要する大人には絶対心を開かない」という
ことです。本人が答えを持っているのだと信じている大人
が周りにいることが大事ではないかと思います。若者の
「自分流」を本人が気づける環境を整えること、それを「じ
じっか」では大事にしたいと思っています。一緒に走れて、
歩けて、休める大人がいてくれることの重要性。綺麗事に
聞こえるかもしれませんが、大人も子どもも関係なく、一人
ひとりに愛のある関わりと、希望が持てること。孤立させな
いこと。愛情を持っていくこと。そんな久留米を目指して成
長していきます。

おばあちゃんの「遺言」

チャレンジ就業計画「自分流働く。3人4脚プロジェクト」
そして私の考える若者に今必要なこと

実家よりも実家 ‐「じじっか」‐
合言葉は「ラッキーループを巻き起こせ」

令和５年度 若者育成支援講演会
　8月25日（金）、えーるピア久留米の視聴覚ホールに
て、「若者育成支援講演会」を開催しました。今の若者の
現状や、若者が明るく前向きに生きていくには何が必要
か、また、悩みを抱えた若者への接し方など、お二人の講
師に講演いただきました。

「将来を自分流で考える
　  ～今、若者に必要なこと～」

講師

一般社団法人
umau.（ウマウ）副代表

大西　良氏

　筑紫女学園大学の学内では、子ども食堂の取り組みを
行っています。学生食堂のキッチンを使って一緒に食事を
作ったり、食べるスペースで歓談をしたりしながら、食事
を楽しんでいます。地域の方や児童養護施設、母子生活
支援施設で生活をしている子ども達にも来てもらっていま
す。食べる「食」もですが、お互いに関係を作っていく、触れ
合う「触」を私自身大事にしています。それともう一つ大事
にしているのが、食を通して職業人と関わることで、将来
の自分や「職」をイメージすることです。
　今全国に子ども食堂が7,365か所あると言われていま
す。毎年1,500か所ほど増えており、このペースでいくと、
何年か後に子ども食堂が全国の中学校（約10,000か
所）と同じ数になるのかなと思います。ちなみに小学校の
数は全国に20,000か所で、個人的には、各小学校区に1
か所子ども食堂があると、校区内で、自らの意思で通うこ
とができるかなと思います。子ども食堂はかつて貧困対策
の側面が強かったですが、最近では、子ども食堂は公園
のような場、子どもを中心に、障害の有無や国籍に関わら
ず、いろんな人が集える場ということで全国に広がってい
るのではないかと思います。

　5年ほど前から公園で夜回り
（アウトリーチ）の活動をしてい
ます。相談窓口の電話番号が書
かれたカードを公園にいる若
者に渡したり、その場にいる若者の声を聞いたりしていま
す。メインは天神の警固公園です。2週間に一度くらいの
頻度で、時間は若者が多く集う金曜の夕方6時から10時
くらいで活動をしています。中学生などもここに集まって、
友達と話したりしています。家庭や学校で居場所がない子
もいれば、暴力や虐待に苦しんで、現実から逃れるために
公園に駆け込む子もいます。福岡市内だけではなく、久留
米や大牟田、直方、北九州、中には県外から来ている子も
います。友達といっても、ＳＮＳで知り合うので、お互いの本

名はあまり知らない感じです。家庭の中の葛藤であった
り、身体的・心理的暴力、性的な暴力もあると聞いたりしま
す。全員がそうではないのですが、公園にいる子達は生き
づらさ、希死念慮が強くなっています。身体にたくさんのリ
ストカット※1がある子もいます。また、オーバードーズ※2

の子もいます。

　このような自傷行為はよく問題行動として捉えられます
が、私は決して問題行動ではないと思います。むしろ少年
達が発する、問題提起だと思います。このような若者達の
心の苦しみを見つけ、私達大人は何ができるのかを考え
る必要があります。夜回りをする中で大事にしているのが
「雑談」です。雑談から、関係を築いていき、そして次第に
この子達の本音にたどり着いていくような、そういうことを
意識してやっています。もうひとつは、生きる力を大きくする
言葉がけや関わり、ネガティブな言葉をポジティブに変
える「リフレーミング」を意識してやっています。

子ども食堂について

夜回り活動について

居場所のない青少年の声からみえる、
今若者に必要なこと

講師

筑紫女学園大学 准教授
保健福祉学博士

リフレーミング辞書
（一部抜粋）

飽きっぽい

いいかげんな

　〃

気が弱い

あ

い

き

索引 書きかえたい語 リフレーミングすると

好奇心旺盛な

こだわらない

おおらかな

人を大切にする

　公園に居場所を求める子どもや若者達が何を訴えて
いるのか、社会で見ていき、大人が気づいていく必要があ
ると思います。また、「居場所やつながりを作る」必要があ
ると思います。孤立、孤独の予防、自死の予防にもつな
がっていくと思いますし、更にいうと、居場所をつくること
は助けてといえる社会づくりにもつながっていくと思いま
す。これはある意味子ども達の意見表明できる場を作って
いくというものにもつながっていくのではないかと考えて
います。

今若者に必要なこと

言葉の言い換えで
考え方をポジティブに

※1：リストカット
　自分の手首などを傷つける
　自傷行為

※2：オーバードーズ
　薬物を過剰摂取する行為

◀夜回りの様子

久留米市公式
YouTubeで
講演会の
動画公開中

講演：中村路子氏 講演：大西  良氏
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じたほか、特殊詐欺への加担や大麻の乱用、 インター
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被害の両面から決して安心できる状況ではありません。
このような状況を改善していくためには、少年問題の現状
を理解したうえで、社会全体で子どもたちを見守り育てて
いく必要があります。
　11月は、「子供・若者育成支援推進強調月間」です。子
どもの健やかな成長のため、最近の少年問題について情
報提供しますので参考としてください。

　特殊詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面す
ることなく信頼させ、振込等により現金をだまし取る犯罪
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現金の受け取り役で、 背景には先輩や知人等からの誘い
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通じて購入の勧誘が行われるなどしており、興味本位で購
入することが危惧されています。また、インターネット上には、
「大麻は他の薬物より安全」などといった誤った情報が溢れ
ています。青少年育成課では、 市内全ての小学校を対象に
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